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取扱説明

Aこの製品を安全に また正しくおfかいただくために
必ずこの取扱説明書をお読みください。・r:jjj藍えた使い方をすると事故を引き起こすおそれがあります。

.お読みになった後は、必ず製品の近くに保管してください。

.別紙、保証容は大切に保管してください。

松 山株式司会社



ニプロ製品をお買い上げいただきまして

誠にありがとうございます。

[はじめに ] 

.この取扱説明書はニプロロ一歩リーの取扱方法と使

用上の注意事項について記載しであります。ご使用

前には必ず、この取扱説明書をよく読み十分理解さ

れてから、正しくお取扱いいただき、最良の状態で

ご使用ください。

.お読みになった後は、からなず製品の近くに保管し、

必要になったとき読めるようにしてください。

.製品を他人に貸したり、譲り波される場合は、この

取扱説明書を製品に添付してお渡しください。

・この取扱説明舎を紛失、または損傷した場合は、す

みやかに弊社またはお買い上げいただきました販売

活、農協へご注文してください。

・品質、性能向上あるいは安全上、使用部品の変更を

おこなうことがあります。そのような場合には、本

ft:の内容、および写真 ・イラストなどの一部が、本

製品と一致しない場合がありますので、ご了承くだ

さい。
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• 
- 企 印付きの下記マークは、安全上、特に重要な

事項です。必ず守って作業をしてください。

生危険;袋詰;こffSぷ芝生五?た
ム その警告文に従わなかった場合、死亡ま

企 警告たは重傷を負う危険性があるものを示し

ます。

ム 注意Cf?お22Jする411ゾガを
.この取扱説明書には安全に作業をしていただくため

に、安全上のポイント「安全に作業をするために」を

記載しであります。ご使用前に必ず読んでください。
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安全に作業をするために
ここに記載tている注意事項を守らないと、死亡 傷害事故ゃ、機械の破損の原因になります。よく読んで安全作業
をしてください。

一般的な注意事項

A警告とんなときは運転しない
.過労 ・病気 ・薬物の影響 ・その他の理由により作業に集中できないとき・i酉を飲んだとき
.妊娠しているとき

.18歳未満の人

.運転の未熟な人

ども警告作業に適した服装をする

はちまき・首巻き.IJ要タオルは禁止です。

へJレメット・すべり止めのついた靴を着用し、だぶっきのない服装をしてください。

[守らないと]機械に巻き込まれたり、すべって転倒するおそれがあります。

A警告機械を他人に貸すときは取防法を説明する
取扱方法をよく説明し、使用前に「取扱説明智」を必ず読むように指導してください。

[守らないと]死亡事故や傷害事故、機械の破損をまねくおそれがあります。

A警告 機械を他人に譲り渡すときは取扱説明書を付ける
機械と一緒に「取扱説明容」を渡し、必ず読むように指導してください。

[守らないと]死亡事故や傷害事故、機械の破損をまねくおそれがあります。

dh警告 トラクタに作業機を装着するときは必すトラクタの取扱説明書を読む
トラクタに作業機を装着する前に、必ずトラクタの取扱説明智を読み、よく理解してから作業機の装着を

してください。

{守らないと]傷害事故や機械の破損をまねくおそれがあります。

(ども警告重量バランスの調整をする 1 
トラクタに111:ぃ作業機やアタ ッチメントを装着するときは、トラクタメーカ純正のバランスウェイトを付

け、バランス鯛整をしてください。

[守らないと]傷害事故や機械の破績をまねくおそれがあります。
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A注意公道の走行は作業機装着禁止
トラクタに作業機を装着して公道を走行しないでください。

必ず、作業機を取外して走行してください。

[守らないと]道路運送車両法違反です。

事故を引き起こすおそれがあります。

ム 注意機械の改造禁止

改造をしないでください。保証の対象になりません。

純正部品や指定以外の部品を取付けないでください。

[守らないと]事故・ケガ・ 機械の故障をまねくおそれがあります。

点検・整備の注意事項

A警告点検整備は平うで固い場所でおこなう
交通の邪魔にならず安全で、機械が倒れたり、動いたりしない平らで固い場所で、点検整備をしてくださ

し、。

[守らないと]機械に巻き込まれて、傷害事故を引き起こすおそれがあります。

ども注意点検・整備をする

機械を使う前と後には必ず点検 ・整備をしてください。

[守らないと]事故・ケガ・機械の故障をまねくおそれがあります。

A注意点検整備中はエンジンを停止する
点検 ・整備 修理、または掃除をするときは、必ずエンジンを停止してく ださい。

[守らないと]事故・ケガ・機械の故障をまねくおそれがあります。

dh注意カバー類は仰取付ける
装着のときや、点検・整備で取外したカバー類は、必ず取付けてください。

[守らないと]機械に巻き込まれて、傷害事故を引き起こすおそれがあります。

A注意目的に合った工具を正しく使用する
点検整備に必要な工具類は、適正な管理をし、目的に合ったものを正しく使用してください。

[守らないと]整備不良で事故を引き起こすおそれがあります。
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作業時の注意事項

A警告作業機の聞は平日場所でおとお
作業機の着脱は、平らで固い場所でおこなってください。

[守らないと]下敷きになったり、ケガをしたりします。

dh警告 トラクタと作業機のまわりに人を近づけない
トラクタのまわりや作業機との聞に人を入れないでください。

[守らないと]傷害事故を引き起こすおそれがあります。

dh嘗告作業機の下にもぐったり、足を入れない
作業機の下にもぐったり、足を入れないでください。

[守らないと]何かの原因で作業機が下がったときに、傷害事故を負うおそれがあります。

ども警告機械!こ巻き付し惜やワラを取るときはエンジンを停止する

回転部分に草やワラが巻き付いたときは、必ずエンジンを停止させ、巻きfすきを外してください。

[守らないと]機械に巻き込まれて、死亡事故や重傷を負うおそれがあります。

ども警告 ロータリ耕では、ダツシングlこ注意

固いほ場や、石の多いところでは、ロータリをゆっくり降ろしてください。回転する爪の勢いでトラクタ

を抑し、飛出す(ダッシング)ことがあります。

[守らないと]傷害事故を引き起こすおそれがあります。

A警告傾斜地では、ゆっくり大きくまわる
傾斜地での高速 ・急旋回は、転倒のおそれがあり大変危険です。

トラクタ速度を落とし、大きく回ってください。

[守らないと]死亡事故や傷害事故を負うおそれがあります。

A警告作業機の落下防止をする
作業機の落下を防止するため、油圧ストップパルプを完全に 「閉め」てロックし、さらに作業機の下へ台

を入れてください。

[守らないと]死亡事故や傷害事故を負うおそれがあります。
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盆 警告アユミ板は、強度・長さ ・幅の十分あるものを使用する

積込み、積降ろしをするときは、平らで交通の邪魔にならない場所でトラックのエンジンを止めます。動

かないようにサイドプレーキをかけ、車止めをしてください。使用するアユミ板は強度 ・長さ・幅が十分

あり、すべり止めの付いているものを選んでください。

長きのめやすは荷台高さの4倍です。

[守らないと]事故 ・ケガ・機械の故障をまねくおそれがあります。

A警告子供を機械に近づけない
子供には十分注意し、近づけないでください。

[守らないと]傷害事故を引き起こすおそれがあります。

A注意カブラのハンドルには絶対に手をふれない
作業機の装着 取外しのとき以外は、絶対にカブラのハンドルには手をふれないでください。

[守らないと]作業機が外れ、 傷害事故や機織の故障をまねくおそれがあります。

dh注意作業機の調整はエンジンを停止しておこなう
作業機の調整をするときは、作業機を下げ、 トラクタの駐車プレーキをかけ、 PTO変速レバーを「中立」

の位置にし、エンジンを停止してからおこなってください。

[守らないと]傷害事故や機械の損傷をまねくおそれがあります。

格納時の注意事項

A注意アタッチメントを外してからスタンドを取付ける
ロータリにセットされているアタッチメントは、必ず取外してください。

[守らないと]ス空ンドが破損し、口-:)1りが転倒するおそれがあります。

A注意格納時はカブラを外す
絡納するときは、必ずカプラを作業機から外し、地面に置きます。

カプラのハンドJレ操作を間違えると落下します。

[守らないと]傷害事故を引き起こすおそれがあります。

ども注意ロータリ単体の転倒防止をする

スタンドをつけないときは、述結ロットスプリングエンドをいっぱいに下げ、転倒防止をしてください。

スタンドを付けて、格納するときは、キャスターの転がり防止 (ロック)を必ずしてください。

[守らないと]傷害事故を引き起こすおそれがあります。
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警告ラベルとステッカーの種類と位置 1 
.警告告ラベルは図の位置に貼つであります。よくお読みになって安全に作業してください。

.笹告ラベルは、汚れや土を落とし常に見えるようにしておいてくださし、。

.紛失または破損された場合には、お貨い上げいただいた販売庖、または農協へ下記型式、およびコードナンバー

でご注文のほどお願いいたします。
07 

J、イリフト

ステッ

ハイリフト

ステ‘ノカ-AXS

反射ライユ
ステッカー W36

C10一---l国 I I ~一一一~..， I I 日 十一C10

N I P L 0 R 0 IT A R Y 

W36 8750-391000 

ホJレター仕様
ステ y力一

ホルダー仕様
耕うん爪配列シート

A 注意
ネームプレート

出血一 皇室
慣用前に取担観鯛置をよく観んで
宜主で正しい作績をしてください.

.作車慣の帽理扇情

溝掃を行なうときは、

油圧陣下防止用のスト

ップパルプを、 ロッヲ

(問)方向に蹄込んで

ください.
.作車機カ鴨下して

ケガをするおそれが

あります。

始動・エンジン鎗蛤聞や作寓僅閲偏織作レバーを鋤修するとI!la.必ず周囲に
入力%、怠いことを111.して〈ださL、.

宣伝 .館岡崎、復過聞や".11を上下位置に畑作するときはまわリや徹方を
よく棺隠してください.
・作慮"の上に人を鋼際せないでください.

盛a・・f智車担の穆費量点織溝摘を行芯うと...トラクターを平沼，.JI簡に移動レ
胞・ブレーキをかけて.エンンンを防止し 泊WI下防止周のストップ
パルプをロック(問}方向に鋪造んでください.
....橿を値観するとき，.トラクターと作簿憾の国"こ立た，.いでください.
.鎗'"点機鱒 ンヨイントに必ずグリスを注入してください.各俸のオイル且
を点横し‘少，.いJI含，.ギアオイルを繍鎗してく~さい.

・~"ボルトナッ ト廻の点績を行ない必"があれば網し舗"してください.
・カパ鯖'"必ず陪定の位置に漢語してください.

D7 8750-344000 

叩叫3制醐

W14 8750-348000 W1 8750-316000 
r 

A注意 A警告 A警告 i
-トフクタ との

ぷ '‘tg£E崎14、a
着脱時はゲージ

輔止めピンまた

i革、 スタンドキ
ャリヤを指示マ

ーク遇リに吉わ

せてください. .作車慣を珊脱するとき -エンジンまたはPTO
はトラクターと作揖槻 軸が回転中は、 手や足

.作織機台後方へ
の聞に立た牢いでくだ を作車慢の中や下へ入

暗闇するおそれ
さい. れないでください.
-はさまれてケガをする .ケガをするおそれが

があります. おそれがあります。
あリますoW" .7悼串岨回

A 警告

'ヲt仏l~ず、4
-エンジンまたはPTO
軸が回転申は、 手やE
を作議機の中や下へ入

れないでください。

-ケガをするおそれが

あります.
8150-31聞

C10 8750-337000 

A注意

日ー骨
.惇圏中や盟国崎'"近
づかないでください.
-ヶガをするおそれが
あリます.

11~1C1OO 



;本製品の使用目的について ] 

-このニプロロータリーは、水田や畑の耕うん、砕土、

整地作業に使用し、使用目的以外の作業には、決して

使わないでください。使用目的以外の作業で故障した

場合は、保証の対象にはなりません。

・このニプロロータリーは決められた適応馬力で設計し

ています。適応トラクタ馬力の範聞内で使用してくだ

さい。範囲を越えての使用は故障の原因となり、保証

の対象にはなりません。

・このニプロロータリーは「標準3点リンク」規格で設

計しています。他の規格「特殊3点リンクJなどでは

装務ができません。

・このニプロロータリーの改造は決しておこなわないで

ください。保証の対畿にはなりません。

[保証書について ] 

「保証笹」はお客様が保証修理を受けられるときに必要と

なるものです。

お読みになった後は大切に保管してください。
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Jアフターサービ‘スについて ] 

機械の調子が悪いときは、この取扱説明容を参照し点検

してください。

点検 ・整備しでも不具合がある場合は、お買い上げいた

だいた販売庖、農協、または弊社までご連絡ください。

なお、部品のこ・注文は販売底 ・農協に純正部品表(パー

ツリスト)が備えでありますのでご相絞ください。

・ご連絡いただきたい内容

(1)型式名と製造番号

(2)ご使用状況

水田ですか? 畑ですか?

・ほ場の条件は 石が多いですか?

強粘土ですか?

トラクタの速度は?

.PTOの回転数I;i:? 

(3)どのくらい使用されましたか 9

約口口アール または口口時IHJ

(4)不具合が発生したときの状況をなるべく 、くわしく

教えてください。

[補修部晶と供給年限について ] 

-補修部品は、純正部品をお買い求めください。

市販類似品をお使いになりますと、機械の不調や性能

に影響する場合があります。

・この製品の補修用部品の供給年限 (期間)は、製造打

ち切り後9年です。ただし、供給年限内であっても、

特殊部品については納期などご相談させていただく場

合があります。

・供給年限経過後であっても、部品供給のご要紛があっ

た場合には、納期、および価格についてご相談させて

いただきます。
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| 主要諸元

型式・区分 AXC141OH-OS I AXC1510H-OS I AXC161OH-OS I AXC171OH-OS I AXC171O-OS AXS1810-0S 

駆動方式 サイドドライプ

機体寸法

全長 (mm) 920 1005 

全幅 (mm) 1570 1670 1770 1870 1980 

全両 (mm) 1110 (スタンド装着時1230) 1115 

機体質量 (kg) 235 245 260 270 275 395 

適応トラクタ kW 13.2-19.1 14.7-20.6 17.7-24.3 19.1-24.3 19.1-24.3 22.1-36.8 
。 (PS) (]8-26) (20-28) (24-33) (26-33) (26-33) (30-50) 

装着種類 日農工標単オートヒ ッチ 0: 1兼用 ES-AXC1 ES-19 

耕輔 (cm) 140 150 160 170 180 

耕深 (cm) 12 

作業速度 (kmlh) 1.5-2.0 

PTO回転数 540 

変速の有無 なし

爪軸回転数 (rpm) 181 157 181 

爪取付方法 ホルダータイ プ フランジタイプ

Hl31 H131 H131 H131 

標準爪の種類と本数
LIR各15本 LlR各16本 LlR各17本 LlR各17本 A231 

302S 302S LlR各18本

LlR各 l本LlR各 1本 LlR各 1本 LlR各 1本

爪回転径 (cm) 49 

作業能率 (分/lOa) 33-44 31-41 29-38 27-35 

型式 ・区分 AXS2010-0S AXS2210-0S AXS1810H-OS AXS1910H-OS AXS201OH-OS 

駆動方式 サイドドフイプ

機体
全長 (mm) 1005 

全幅 (mm) 2180 2380 1980 2080 2180 

金問 (mm) 1115 (スタンド装着時1205)

機体質量 (kg) 410 445 390 405 415 

適応トラクタ kW 29.4-36.8 25.7-36.8 25.7-36.8 25_7-36.8 29.4-36.8 

~ (PS) (40-50) (40-50) (35-50) (35-50) (40-50) 

装着種類 日焼工標準オートヒ ッチ 0:1兼用 ES-19 

耕幅 (cm) 200 220 180 190 200 

耕深 (cm) 12 

作業速度 (km/h) 1.5-2.5 

PTO回転数 540 

変速の有無 なし

爪軸回転数 (rpm) 181 

爪取付方法 フランジタイプ ホルダータイプ

標準爪の種類と本数
A243G A243G 

LlR各20本 LlR各22本

爪回転径 (cm)

作業能率(分110a) 20-31 18-27 

本務元は改良のため予告なく変更することがあります。

4S・3Sの機体J質量は、OSにプラス25kgとなります。
4S.3Sの全市は、 OSにプラス12cmとなります。

H141G H141G H141G 

LlR各17本 LlR各18本 LlR各20本

A273G A273G A273G 

LlR各2本 LlR各2本 LlR各2本

50 

22-35 21-33 20-31 

A243G 

L!R各18本

500 

22-35 

AXS2210H-OS 

2380 

440 

29.4-36.8 

(40-50) 

220 

H141G 

L!R各22本

A273G 

LlR各2本

18-27 
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! 告部のなまえと組立 1 
囚 各部のなまえ

ブラケット

ES19カプラ

延長均平仮(左)

マスト

耕うん爪

ミッションフレーム (AXS)

ミッションケース (AXC)

ト'jI ~付キャスター

スライドヒッチ

リアーヒッチ

連結口 yト

(右)



回組立

ム 注意

・梱包を解体するときは、まわりの人や物に注意し

てください。

・木枠やダンボールの「クギ・ハリJなどには十分
注意してください。

守らないと、「クギ・ハリJや木枠でケガをすること
があります。

写真を参照しながら、次の順序で組立ててください。

(1)マストの組付け

マストをミッションフレーム(ケース)の中央に

仮止めしてあるボルト 2本を取外し、後方のみ①

を仮止めします。

(2)支えアームの組付け

上写真のように支えアームと②を仮止めしてくだ

さい。③@はマストの内側にカラーを入れて仮止

めをして、 ①から④のポJレト、ナッ トを確実に締

付けます。

(3)深浅ハンドルの組付け

マストと 1)7ーヒッチを連絡するように組付けま

す。

(4)辿結ロットの組付け

ilIl結ロットの上部をフレームパイプに止めピンで

止め、 Rピンで抜け止めをします。

9 

(5)スタンドの組付け

スタンドの横軸をスタンドホルダ一部に掛け、穴

を合わせて、スタンド止めピンを挿して取付けま

す。

企 注意

・7'タ ッチメン卜をつけたままスタンドを取付けて

使用することはできません。スタンドを使用する

場合は、ア9ッチメントを必ず外してください。

| トラクタの規格 | 

-ニプロロータリーの 3点リンク装着システムは、

目農工統一規格「日農工標準 3点オートヒッチJ
を採用しています。

・ 「日 J~工標準 3 点オート ヒッチ」はさらに 4 セッ

ト.3セット .0セットと 3種類に分かれます。

14セットJ3点リンクとジョイントが、同時に自

動装着できます。

13セットJ3点リンクのみ自動装着で、ジョイン

トが手で取付けます。

10セットJすでにお手持ちの4セット作業機と共
用するため、カプラ ジョイントが標

準装備していません。

・装備の種類は、型式の末尾で判別してください。

型式末尾 3点リンク規格 呼称

ー 4S 4セット

-3S 日11品工標準3点オートヒッチ 3セット

一OS 0セット



| トラクタの準備 | 

企 注意

・トラクヲの取級説明書をよく読んでください。

守らないと取付けができなかったり、機械の鍋傷や

ケガの原因になります。

-ヵプラは「標準3点リンク規格」です。 トラクタ

の3点リンクも標準3点リンクでないと裟務がで

きません。

・特殊3点リンク規格の場合は、特殊3点リンク周

トップリンクプラケットを外し、 トップリンクを

標準3点リンク用の物に交換してください。両側

にネジの付いた物で長・短の調整が出来る物を使

10 

装着姿勢 [ 

ム 注意

・ロータリが傾斜したり、lIJかないように平らで国

い場所を選んでください。

・前方のス卜 γパ付キャスヲーは、必ずストッパを

ロックしてください。

守らないと口一世りが動いて、装着ができないばか

りか、ケガや機械の鍋傷につながります。

(1)前項、各部のなまえと組立の(4)スタンドの組付け

の項で、取付けた状態が装置姿勢になります。

用してください。 IJ
・作業機の上がり泳、下がり量が不足する場合は、

リフトロッドの取付穴位置を上下の穴に移して網

整してください。上穴にするとよがり訟が士甘え、

下穴にすると下がり盆が増えます。

ストッ J~f寸キャス合一

キャスターは 2種類あります。ストッパ付きのキャ

スターを前側に、ストッパなしのキャスターを後側

へ取付けます。

キャスヲーを取外しての着脱は困艇になります。
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カブラの準備 l 

.4セットの場合は、ジョイントのダンボール箱に
入っている、サポートプレートと連結枠を取付け

ます。

・3セッ トの場合は、サポートプレートは付いてい

ません。

ESカプラ

② 

カ‘ ¥
/ー

連結枠 l-

番号 部品名 数量

① サポートプレート 2 

② ボルト M12x30 7T 4 

③ ぱね座金 M12 4 

@ ナット M12 4 

⑤ 述結枠 1 

サポートプレートASSY I部品番号 5447933000

カブラの取付け | 

，ZL，警告
・カブラの装着・取外しは、平らで固い場所を選び、い

つでも危険をさけられる態勢でおこなってください。

守らないと死亡事故や傷害事故につながります。

Lh注意

・トラク-$1の取扱説明書をよく読んでください。

.PTOクラ ッチを切り、トラク空のエンジンを必ず

停止してカプラの取付けをします。

・必ず、リンチピンで抜け止めをしてください。

守らないと取付けができなかったり、機械の損傷や

ケガの原因になります。
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内側セット | 外側セット

ESカプラ JIS 0大 JIS 1 

AXC-lカプラ JIS 0大 JIS 1 

・必ず、リンチピンで抜け止めをしてください。

3 

k 

マ--'"

リンチピン
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(3)カブラをトラクタのトップリンクに、 トラクタに

付属しているトップリンクピンで取付けます。

υ ノ

、
¥ 

~ 

仁
川
祉

の

• 
(41ジョイントをサポートプレートの上にのせ、 トラ

クタ官IiJPTOl知lに、ロックピンを押しながらはめ込

み取付します。取付後ロックピンの頭がlOmm以上

出ている事を確認してください。

ステッ

手の位置は写真の位置とし、

手をはさまないように注意してくださし、。

ジョイン卜

(5)ステァカ一面を上にして、ジョイントを折りなが

らサポートプレートの切欠き部へ、軸の細い部分

を押し込み、取付けます。

( 6)トラクタの中心に合わせ、トップリンク取付位置カプ

ラ側が左右均等にlO-20mm振れるように、チェッ

クチェーンで調整をおこない、振れ止めをします。

トップりンクの取付位置

・ トップリンクの取付け位置は械から トァプリン

クを見て、 トラクタ側を下側に、カブラ側を上制Ij

に取付けます。

・ トップリンクの長さは、ロワーピンの地上高が

36cmのとき、カブラが垂直になるように調整し

てください。

卜γプリンク

、

地面

⑧ カブラ取付終了後、カプラを手で持ち上げて、 ト

ップリンク等が干渉しない事を確認してください。

上がりすぎて干渉する時は、ト ップリンクの位置

を変更してください。

カプラ側穴位置を下側にして確認してください。

それでも干渉する時は、トラウ合側穴位置を、 1

ケ所すつ上に上げて確認してください。

回4セットの取付方法 (AXC・1カブラ)
(1)から(6)までは、 4セットの取付方法(ESカプラ)

を参考に取付けます。

(7)トァプリンクの長

さは、ロワーリン

クの地上高が33cm

のとき、カプラが

垂直になるように

調整します。



装着の順序 | 

企 警 告

・ロ-9リの装着は、平らで固い場所を還び、いつで

も危険をさけられる態勢でおこなってください。

・トラク合のまわりや口一世リとの聞に人が入らない

ようにしてください。

・口一歩リの下へもぐったり、足を入れたりしないで

ください。

・口一世リの鯛整をするときは、 トラクタの駐車ブレ

ーキをかけ、PTO変速レバーを 「中立」の位

置にし、エンジンを停止してください。

・重い口-9リを装着したときは、卜ラクヲメーカ純

正のバランスウェイ卜をイ寸け、バランス調整をして

ください。

守らないと死亡事故や傷害事故につながります。

ここでは、4セットを中心に説明します。

4セットと 3セットの迷いは、ジョイントが自動装着

か、手で付けるかの違いです。

回4Sの取付方法 (ESカプラ)
11)カブラのハンドルを引き、フックを解除し、装着状態

にします。

ES 

， 

フッヲ/
解除

(2)トラクタをロータ リの中心に合わせ、まっすぐに

パックします。

トラクタの油圧を下げて、カブラの トップフック

をロータリのトップピンの下へくぐらせます。 ト

ラクタとロータリの中心が合うまで繰り返してく

ださい。

合わせづらい時は、キャスター付スタンドで合わ

せるのも lつの方法です。

13 

トップピン

(3)ゆっくりトラクタの泊圧を上げて、トップフック

でトップピンをすくい上げます。

ロータリのロワーピンガイドがカブラに入ります。

4セットの場合は、ジョイントも同時に入力軸の

スプラインに入ります。

(4)ハン ドルを押し、フックで国定します。

補足

・フックが当たったり 、ジョイン トが入らない場

合は、トラクタの油圧を下げてロータリを外し、

初めからやり直してください。

・ロータ 1)が左右に傾いているときは、 トラクタ

の右側リフトロッドの長さを澗節し、ロータリ

の傾きにカプラの傾きを合わせてから装荷して

ください。



(5)ロワーピンガイドがフックで礁実に悶定されてい

るか、必ず確認します。

(6)ロックピンを回転してハンドルをロックします。

A注意ハン山は絶対に手をふれない
・装着・取外しのとき以外は、必すロックピンをかけ、

ハンドルをロックしてくださL、。

守らないと誤操作で口一世リが外れ、機械の損傷や傷

害事故の原因になります。

14 

回4Sの取付方法 (Axc・1カブラ)
(1 )ハンドルを一端手前 E

にヲlいてから、上方

に引っぱりよげてフ

ックを解除の状態に

してください。

ハン

(2)トラクタをロータリの中心に合わせ、まっすぐパ

ックします。トラクタとロータリの中心が合うま

で繰り返してください。合わせづらい時はキャス

ター付スタンドで合わせるのもlつの方法です。

トラクタのれlJ圧を下げて、カプラのト ップフ ック

をロータリのト ップピンの下へくぐらせます。
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(3)ゆっくり トラクタのI1I1圧を上げて、 トップフック

でトップピンをすくい上げます。ロータリのロワ

ーピンガイドがカプラに入ります。

4セッ トの場合は、ジョイントも同時に入力軸のス

プラインに入ります。

(4 )ハン ドルを下方に押し下げて、フックでロワーピ

ンガイドをロックします。

| 持ち』プ時の注意 1 
(1 )装着時には、「最上げj時にトラクタとロータリが

ぶつからないように、油圧をゆっくり上げながら

確認します。特にキャビン付き トラクタの場合に

は、背面のガラスを突きょげないように注意して

ください。

(2)トラクタによってはスイッチひとつで「最上げJ

まで自動上昇する機種がありますが、必ず手動で

ぶつからないか確認してから使用します。この場

合、ロータリが勢いよく上がるため、lOOmm以上

余裕をとって、上げ規制をしてください。

(3)トップリンクやロワーリンクの取付穴位置堂、およ

びリフトロッドやトップリンクの長さを変えた場

合にも確認してください。

(4) r母上げJ1時の左右を水平に調整してください。

| ジョイントの取付け | 
ム 注 意

・PTOクラ yチを切り、卜ラクヲのエンジンは必ず

停止させ、ジョイン卜の取付けをしてください。

守らないと死亡事故や傷害事故につながります。

ジョイン トの長さは、装着するトラクタの型式によ

り異なります。ご注文時にトラクタの型式を明示い

ただければ、その型式に適応したジョイン トが付属

されます。型式が不明の場合は、標準の長さの物が

付属されます。

(5)ロワーピンガイドがフックで縦突に固定されてい

るか、必ず確認します。 r注意

k
r

。

ン

寸

し

ハ

ー

な

の

川

市

ラ

引

い

じ

U

W

刀

手

じ

れ

作

州

、

。
忠明

細

地

部

陪

I

l

--
I
 

司

外

げ

れ

州

以

下

引

に

ー

さ

c

、-a
u

/

と

む

川

1

ハ

ω
ゆ

日

意

外

を

l

z
J

取

手

と

E

1

・

-
+
晶
、

i

i

'

 

i
一
着

に

な

《
じ
一
装

ル

ら

/
ι
」
・

守

，

(6 )装着が完了したら、スタンドを外します。

スタンドは、ロータリに組付けないで必ず別に保

管してください。

-長すぎるジョイントを装着すると、 トラクタのP

TO軸か作業機の入力軸を突き、破損させます。

・短いとジョイントのかみ合いが少なく、ジョイ

ントが破損します。

白 取付け 4Sシリース
(1)3点リンクにカプラを取付け、装着の姿勢に トップ

リンクの長さを合わせます。(11ページ、カブラの

取付けを参照ください。)



(2)トップリンクの長さは、ロワーピンの地上高が下

の写真のとき、 カブラが垂直になるように調整し

ます。

卜yプリンク

、

地面

(3) 11ページ「カブラの取付け」を参照して、

トを取付けます。

.良い例

ジョイン

-悪い伊IJ(長いときは、切断してください)

(注) ジョイントが長くてサポー トプレートに取付

け出来ない時は、無理に取付けしないでくださ

い。長い時は切断して使用してくださ L、。無理

に取付すると卜ラフ宮、作業機を破揚させる原

因になります。

(4)ジョイントカノfーの

チェーンを、 トラク

タ側、カプラ側別々

に、油圧を上下しで

も守|張らないように

つなぎます。

(5)ジョイントの使える長さは次表の通りです。範閤内で

使用してください。最少ラップ(オス、メスのかきなり)

はCLCV-Zで81mm確保しています。

16 

種類 ジョイント型式
最紛会長 使える長さ
(mm) (mm) 

CLCV-Z655 647 647-729 

Z705 697 697-829 

4s Z755 747 747-929 

Z805 797 797-1029 

Z855 847 847-1129 

回 取付け 3Sシリース会

(1) 3点リンクにカブラを取付け、装着の姿勢にト ップ

リンクの長さを合わせます。

(2 )トップリンクの長さは、ロワーピンの地上高が下の写

哀のとき、カブラが垂直になるように調整します。

卜γプリンク

、

地面

(3 )トラクタ側 PTO車111こジョイント(オス制1])を取付け

ます。ロックピンの頭がlOmm以上出ている事を確認

します。

(4 )ジョイントをいっぱいに縮め、ジョイントの先端と入

力軸の問にlOmmほど|制闘があればそのまま使用でき

ます。附隔がない場合は長い分を切断します。

トラヲタ側
(オス側)

萌D
作集桟側

竺コ而mヨナ
一一一川イト.

右のスキマが10mm位が良い。長いときは切断してください。

(5 )ジ辛イントの使える長さは、次表の通りです。純間内

で使用してください。最少ラップ(オス、メスのかさ

なり)はCECV、CLCV共に80mm確保しています。



種類 ジョイント型式 最櫨全長(mm) 使える長さ

CECV-1 610 610-735 

660 660 6ω-835 

広角ジ
2 710 710-935 

3 810 810-1135 
ヨ

イ CLCV-660 660 660-782 
ン

2 710 710-882 ト

760 760 760-982 

3 810 810-1082 

企 注意

①入力軸カバーを外きなくても、ジョイントは付けら

れます。取付け、点検するときは、下図のRピンを

抜き、 上に上げて、作業を行ないます。終わったら

確実に元に戻してください。

-
h 

国 ジョイントの切断方法

(1 )長い分だけジョ

イントカノfーを

オス メス両方

切り取ります。

(2)切り取ったジョ

イントカバーと

同じ長さを、シ

ャフトの先端か

ら剖ります。

ν-/ ・1
いらむ
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(3)シャフトを高速力

ッタか金ノコでオ

ス・メス両方切断

します。

※高速力、';1'9は回転

が速く、ケガをする

恐れがあります。十分注意して作業をおこなってくだ

さい。

(4 )切り口をヤスリでなめらかに仕上げ、グリ ースを

塗りオス・メスを組み合わせます。

囚取付の注意

(1 )ジョイントのロックピンを押しながら、 PTO軸、およ

び入力軸へ挿入し、 ロックピンを軸の溝で止めます。

ハンマーなどでジ

ョイントをたたき、

強引に入れないで

ください。

ロックピンが軸溝

に正確に入札ロ

ックピンの頭が

10mm以上出てい

ることを、 トラク

タ側、作業機側と

もに確認してくだ

さい。

(2)ジョイントカバー

のチェーンを、固

定した箇所につな

ぎ、止めます。油

圧を上下しでも引

張らないようたる

みを持たせます。

A危険

10mm以上
¥ 

・取り外したトラクヲのPTO軸カバー、ロータリの

入力軸カバーをもとどおりに取付けてください。

守らないと、巻き込まれて傷害事故の原因になります。



注意事項

-ジョイント長さ及び卜ラク空との干渉域がギリギ

リのケースが多いので装着時には必ずジョイン ト

の長さ、卜ラクヲとの干渉について確認をしてく

ださい。

・最上げ時異音の出るケースがありますが異音の出

るときは上限規制をするか、 PTOを停止するよう

にしてください。

トラクタとの調整 | 
企警 告

・ロ-9リの調整をするときは、トラク9の駐車ブレ

ーキをかけ、PTO変速レバーを 「中立」の位置に

し、エンジンを停止してからおこなってください。

・トラクヲのまわりや口ータリとの聞に人が入らない

ようにしてください。

・ロ一安リの下へもぐったり、足を入れたりしないで

ください。

守らないと、死亡事故や傷害事故の原因になります。

田 揺れ止め調整

トラクタの中心 (PTO軸)と ロータリの中心 (入

力軸)を一直線に合わせ、トップリンク取付位置カ

ブラ ~IIIが左右均等にlO-20mm振れるようにチェッ

クチェーンで調整をおこない、振れ止めをします。

石の多いほ場では、ややゆるく張ります。

回 前後角度の調整

所定の耕深時にチェーンケースの上側のラインがほ

ぼ水平になっているか、ロータリの前後の角度をト

ップリンクで調整Lます。
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回 左右の調整

ロータリが トラクタ に対して左右水平になる よう

に、トラクタのレペリングハン ドルを回して右リフ

トロッドの長さを調墜します。

水平の自動装置の付いている トラクタは、ダイ ヤル

等で水平に調整します。

回 口ータリの「最上げ」位置の調整

PTOを回転させながら、ゆっくり ロータリを上げ、

振動や異音の出ない位置で油圧レバーの「上げ規制

ストッパJで止めます。

移動・ほ場への出入り | 
&警 告

・ロ-9りが付いていると後ろが長くなります。周囲

の人や物に注意して旋回してください。

・高速走行・急発進・急停車はしないでください。旋回

するときはスピードを落とし急続回はさけてください。

・運転者以外の人や物をのせないでください。

・子供には十分注意し、機械へは近づけないでください。

・急な登り坂で前輸が浮き上がると、ハンドル操作が

できなくなりとても危険です。トラク9メーカ純正

のバランスウェイトをf寸けてください。

・あぜ越えや段差を乗り越えるときはアユミ板を使用し、

地面に接しない程度にロ一歩リを下げ、重心を低くし

てください。使用するアユミ板は、強度・長さ・帽が

十分あり滑り止めのある物を選んでください。

守らないと死亡事故や傷害事故につながります。

企 注意

・トラク9にロ-9リを装着して公道を走行しないで

ください。

守らないと、「道路運送車両法違反」となり事故を引

き起こす原因になります。

(1)移動のときは、ロータリをいっぱいに上げ、 illl圧ス ト

ップパルプを完全に「閉めJ下がるのを防ぎます。

ロータリが左右に振れないように、チェックチェ

ーンを張り、ロックナットを締めてください。
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(2)走行する時は、均平板を下げ、下の写真のように

述結ロッ トのスプリングで均平板の振れをなくし

てから走行してください。

※均平板をフリー状態にしたまま走行しますと、振動

で均平板が曲がることがあります。

(3)ほ場への出入りは、あぜに対して直角にゆっくり

前進でおこなってください。

ほ場から出るときに、傾斜が急な場合には、あぜに

対して直角にゆっくり後進でおこなってください。

(4)ロータリの地上向が不足する場合は、トップリン

クを縮め、地上高を確保してください。

A注意
-トップリンクの翻墜をするときは、ロータリを下げ、

エンジンを停止してからおこなってください。

守らないと、傷害事故につながります。

| トラクタからの取外し | 
A警 告
・ロ一歩リの装着・取外しは、平らで固い場所を選ぴ、

いつでも危険をさけられる態勢でおこなってください。

・卜ラクヲのまわりやロ一歩リとの聞に人が入らない

ようにしてください。

・ローヲリの下へもくったり、足を入れたりしない

でください。

守らないと死亡事故や傷害事故につながります。

企 注意

・卜ラクヲのPTO変速レバーを「中立」の位置から

取外してください。

守らないと誤操作でPTO軸が回り、傷害事故の原因

になります。

回ESカブラ
(1 )ロータリを装着時と同じ姿勢にします。

(2)カプラのロックピンを解除してハンドルを引き、フッ

クを解除します。

ロッヲピン

• 
ハ
ン
ド
ル• 

(3)ロータリをゆっくり下げます。カブラからロワー

ピンガイドが抜け、 トップピンからトップフック

が外れたのを確認して、ゆっくりトラクタを前進

させます。

4セットの場合は、ジョイントも同時に入力軸か

ら外れます。

@ 

トップピン

外れない場合は、トラクタとロータリの傾斜が合って

いないか、 トラクタがまっすぐ前進していないか、装

治時と同じ姿勢になっていないかのどちらかです。確

認してやり直してください。

回AXC・1カブラ
(1)ロータ リを装着時と同じ姿勢にします。

(2)ロータリにアタッチメントが取付けてある場合は、

必ず取外してからスタンドを取付けます。

(3)ハンドルを一端手前に事|いてから、上方に引っ張

り上げてフ ックを解除します。



(4 )ロータ 1)をゆっくり下げます。カブラのロワーク

ックが抜け、 トップピンからトップフックが外れ

たのを確認してから、ゆっくりトラクタを前進さ

せます。

外れない場合は、 トラクタとロータリの傾斜が合っ

ていないか、 トラクタがまっすぐ前進していないか

のどちらかです。確認してやり直してください。

| 作業前の点検 | 
企 警告

-点検は交通の邪魔にならす号珪な所で、機械が倒れたり

動いたりしない、平らな固い場所でおこなってください。

・点検・整備・調整をするときは、必ずヱンジンを停

止してください。

守らないと死亡事故や傷害事故、機械の損傷につな

がります。

・トラク舎の取銀説明書をよく読んでください。

・機械の性能を引きだし、長くご使用いただくために、

必ず作業前の始業点検をおこなってください。

20 

-各部のゆるんだボルト・ナットなどは、増締めをし

てくださL、。

守らないと傷害事故につながります。

田 機械まわり

(1)各部の損傷・汚れ ・ボルトのゆるみ点検

(2)ミッションフレーム、チェーンケースのオイル量点検

(3)ジョイン トのグリース点検

(4)耕うん爪等消耗部品の点検

(5)地面から持ち上げ、回転させ異音、異常の点検

異常を見つけたら、修盟、郊梨、補給をおこなってください。

l 作業時の注意

企警 告

-作業中は、トラク歩と口ーヲリの周辺に人を近つけ

ないでください。

・爪や回転部分に草やワラが巻き付いたときは、 PT

O回転を止め、必ずエンジンを停止させて、巻き付

きを外してください。

・傾斜地での急旋回は転倒のおそれがあり大変危険で

す。トラクタ速度を落とし、大きく旋回してください。

・ロ-51リの調整をする場合は、必すエンジンを止め

てからおこなってください。

守らないと、死亡事故や傷害事故の原因になります。

(1 )あぜ際での作業は、あぜにロータリをぶつけないよ

うに低迷で、余裕をもって運転してください。

(2)作業が終わりましたら、土やゴミをほ場内できれ

いに落とし、道路には落とさないでください。

(3 )作業中ロータリに異常が発生したら、ただちにエン

ジンを止め点検をしてください。そのまま使用し

続けますと、他の部分にも損傷がひろがるおそれが

あります。



[ 作業姿勢 | 

下図を参考に、各項目確認をしてください。

トラタタとのI且時11
ニf'Iの干に
買が7・見える世置で
ゲージ柚止e，を
本ルダーの上i¥K
董L迅んで下品、.
<.考〉
ζの穴住置で、
揮さ12cmo
制出出来ます.

(1 )トップリンクの長さ

作業姿勢は、所定の耕深l時にチェーンケースカバ

ーの上側のラインが水平になるように、 トップリ

ンクを調整します。

(2)スプリングエンドの位置

①通常作業時は、連結ロットの上から 1番目の穴。

②オート装置使用作業時は、連絡ロットの上から

4、5番目の穴。

(オート装置の取扱説明容に従ってください。)

③砕土性を上げる時は、連結ロットの上から 4、

5、6番目の穴。

(3)補助1ll1J板

補助仰l板の位低を変更すると、より一層きれいな

仕上がりになります。(出荷時には、水凹用位置に

組付けてあります。)

①知l地用・上の取付位置

②水田用 ・下の取付位置

25ページ回補助側板の調整を参照してください。
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l 作業方法 l 

下に記した耕法は、 一般的におこなわれている耕法で

す。ほ場の形や条件に合った方法で使用してください。

(1 )トラクタ旋回用の枕地として、ロータリ耕うんの

約3行程分を残し、側方にも枕地と同じ帽を残し、

ほ場の長辺をまっすぐ耕うんします。

出入口

{枕地ハ

{枕地と同じ幅)

① 

( 
②+ 

一'③

ぷ
ト @+ 

色⑤
⑥キp(糊 )卜

(枕触と同じ幅)

(2)①から⑥の版に側方の未耕地が枕地と同じ幅にな

るまで、往復耕をおこないます。

(3)⑦から⑮の枕地と側方の未耕地を回り耕うんします。

入口出
ト ⑭ 

⑮ 

ト ⑩十一十戸

。⑮ ⑦ 

⑨ ⑫⑬  

⑥ 

⑮ 

⑫ 

(4)⑪から⑬であぜ際を回り耕うんします。プラケッ

ト側をあぜ際に合わせる方が(左回り)、残耕が少

なくてすみます。

(5)⑮から⑬でIlUに残ったところを聞か耕うんして

終了です。



| 上手な作業のしかた

回作業速度と爪軸回転速度(pT 0速度)

トラクタの作業速度とロータリの爪軸回転速度は相

関関係にありますので、下表をめやすに作業目的や

土地条件に合わせて選択ください。

回
転
速
度
(rpm) 

主3∞
い 250

選 200
し、

I 150 

③ 

⑨ 

1.0 

⑦ ⑤ ⑥ 

③ @ 

② ① 

2.0 3.0 4.0 

←遅い作業速度 (km/h) 速い→

(1)水田の荒起し作業は、 一香運いPTO回転の1速

でおこないます。

(2)負荷の大きい強粘土地は、作業速度も遅く します。

(3)粘湿度が高く土を抱きやすい状態は、 PTO回転

を速め、作業速度を遅くします。

(4 )畑地の砕土作業は、 PTO回転を2速にします。

(5 )細砕土耕は、 PTO回転を3速と速くします。

( 6)プラウ耕、スキ耕跡は、 作業速度も速くできます。

(自動水平装置は切って使います。)

(7)転作水田の砕土作業は、 PTO回転を速くし、作

業迷皮を遅くして、ていねいに耕うんします。

(8)土地が堅くダッシングしやすい所は、 PTO回転

を速めに、作業速度を遅くして作業します。

(9 )石の多い悶場は、爪軸回転速度、作業速度ともに

遅くして作業します。

回 作業深さの調整

このニプロロータリーは、ゲージ輪が装備されて

おりませんので、つぎの方法で制整します。

(1 )トラクタの油圧 「ポジションコントロールjを使

用して深さの調整をします。

(2)トラクタにオート機能(自動耕深調節)がある場

合は、 「オート装i丘 オプション部品」をお質い求

め頂き、組付けすることができます。

(3)このニプロロータリーには 「尾輪キットーオプシ

ョン部品」を組付けすることができます。

また、あぜ際で尾輪をハネ上げる 「ハネ上げキッ

ト オプション部品」も用意しでありますので合

わせてご使用頂くと便利です。
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下記の品名 ・コードNoでご用命ください。

「尾輪キ ッ ト」 品名AXC8・BRN

コート、NO.A244901000 

「ハネ上げキット」 品名 AXC8-HNA 

コードNO.A244902000

回 均平板の調整

均平板の上下、および抑えばねの調整は、砕土性能、

土の反転性能、表面の仕上がりに大きく影響します。

連結ロットの上のスプリングエンドをスライドさせ調

整してください。

(1)ー般耕うん

スプリングエンドを上げて押えばねをフリーにし、

均平板の重量だけで表面を抑えます。

(2)畑地の砕土

スプリングエンドを下げて押えばねをきかせ、ば

ねの力で表面を押えます。

ιャL



(3)石の多いほ場や粘温回

石の多いほ場や粘i昼間では、抑えばねをフリ ーに

し、ローターピンを下から 2から 4番目の穴に挿

して均平板を表面から浮かせ、均平板の損傷や土

溜りを少なくして使用します。

(4 )均平板のはね上げ

均平板は2段階に上げることができます。

①メンテナンス作業時

このニプロロータリーの爪交換などのメンテナンス

作業時に、均平板をはね上げて自動的にロックするこ

とができます。

1 )スプリングエンドを一番上の穴位低まで上げてお

きます。

2) 2ヶ所のストッパーピンのレバーのよのボタンを

押しレバーを(手前側)ロックの位置にセットしま

す。

圃"

3 )均平板を持ち上げると、ストッパーピンで自動的

にロックします。
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トッノマーピン

4)均平板をおろす時は、 2ヶ所のストッパーピンの

レバーの上のボタンを押し、レバーを(後側)解除

の位置にセットします。均平板を少し持ち上げる

と、ストッパーピンのピンが自動的に抜けてから、

均平板をゆっくりおろしてください。

信号ストッパーピンで均平板を上げたままの耕う

ん作業は、さけてくださし、。

② 

ハイリフト時

(均平板をはね

上げする時)

A注意
ハイリフト作業は、必ず2人でおこなってください。

守らないとケガや傷害事故につながります。

・メンテナンスl時よりもっと上げたい、均平板を上げ

た状態で作業をおこないたい時に使用します。

・各種アタッチメントを取付けする時には、このハイ

リフト状態にして取付作業をおこなってください。

信号均平板をハイリフト(はね上げ)する時は、必

ずオート装置のリンクを外してください。オ

ート装置を破損させてしまいます。



1)上側のRピンを抜き取り、頭付ピンMIOx 40を取

外します。

2 )スプリングエンド、押さえばね、緩衝ばね、平座

金、ローターピンを取外します。

(外した部品はなくさないように保管してください。)

3)下側のRピンを抜き取り、頭付ピンMlOx60を取

外します。

4)速結ロットのみ使って、下図のように顕付ピンで

両側を固定します。

頭付ピンM10X40 連結ロット
Rピン
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回 延長均平板の操作

畑地などで継目をならす延長均平板は、次の要領で

操作してください。

企 注意

・延長均平板は、本書のとおりに操作してください。

守らないと、手をはさみケガの原因になります。

信 号 引ぱねが効いていますので、必ず静かに開聞

をおこなってくださL、。

(1)後ろから見て左側の延長均平板は、 右手で操作します。

左側l

(2)後ろから見て右側の延長均平板は、 左手で採作します。

右側
延長均平板



回 補助側板の調整

ボルトの位置を変更することで、水田向け、畑地向

けに調整します。出荷時は、水田用位置に組付けて

あります。

(1)水田用の取付け

補助側板

(2)畑n地用の取付け

l※写真撮影のため白い紙を付けてあります。

回 逆転PTOについて

このニプロロータリーは耕うん作業後の、土寄せ桂皮

の逆転作業には使用できますが、未耕地耕うんはおこ

なわないでください。

使用するとニプロロータリ ーの損傷につながりま

す。

25 



26 

| 耕うん爪について l 
囚爪の種類
耕うん爪には用途に応じて次の種類があります。それぞれL爪とR爪があり同数が付きますが、本数は主要務元を

参照してください。爪には刻印が打つでありますので、刻印で判別してください。

(1 )標準セット

AXC (フランジ)刻印A231 回転径φ490

AXS (フラン ジ)刻印A243G回転径φ500

回転径rt490

回転径rt5∞
AXC (ホルダー)刻印H131

AXS (ホルダー)刻印Hl41G

呼称 五IJ ~n 回転径 用 途 AXC AXS 

S 爪 S15 (G) φ5∞ 喰いつきの悪い土地 ・畑用 O O 
花形爪 B4 (G) rt460 プラウ耕跡の砕土用 O O 
畑用ナタ爪 E2 (G) φ440 抵抗少ない畑砕土用 フランジ O O 
L 爪 L 4 rt 510 間い土塊や茎の砕断用 O O 
M 爪 M 4 rt 510 固い土地の砕土用 O O 
フォーク爪 0255 rt490 ホルダ一周 O × 

4シ 3376 φ510 。 " O 

回耕うん爪取付手順

【ニプロロータリー1710 1810用】

②フランジ日-ItこL爪をR爪と同じフランジ面に付けます。
フランジJに小穴を目印にL爪を付けます。

①フランジA-Fに、小穴を目印にR爪を付けます。
フランジG-Iは小穴と爪の位置関係が変わりますので注
意して下さい。
組ボルトは爪側、liね座金・ナットはフランジ側に付けます。

@)..爪を3で付けたR爪と同じフランシ宙に取り付けて完成です。

ヲ
ラ
ケ
ッ
ト
側

③R爪を付けます。
フランジ8-1は今までと反対情IJのフランジ面に付けます。

id21 
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【ニプロロータリー1肌却iDl用】l
①フランジA-Ftこ、小穴を目印にR爪を付けます。
フランジG-Jは小穴と爪の位置関係が変わりますので注
意して下さい。
組ボルトは爪側、ぱね座金・ナy卜はフランジ1ftljに付けます。

-
7
z
l
ν
'
l
-
A

・

フ"，lA B 
J 

圃‘方向

。ε'"， K c G M 

③R爪を付けます。
フランジB-Jは今までと反対側のフランジ面に付けます。

②フランジB-JtこL爪をR爪と同じフランジ面に付けます。
フランジKtこ小穴を目印にL爪を付けます。

Z
Z品

喧λ爪を3で付けたR爪と同じフランジ面に取川サけて完成です。

L ニプロロータリー~用 】l
①フランジA-Gtこ、小穴を目印lこR爪を付けます。
フランジH-Kは小穴と爪の位置関係が変わりますので，主
意して下さい。
組ポJレ卜は爪側、tiね座金・ナットはフランジ側に付けます。

③R爪を付けます。
フランジB-Kは今までと反対側のフランジ面に付けます。

②フランジB-KtこL爪をR爪と同じフランジ面に付けます。
フランジuこ小穴を目印にL爪を付けます。

プ
ラ
ケ
ッ
ト
・

@λ爪を3で付けたR爪と同じフランジ面に取り付けて完成です。

-・=方向



ホルダータイプ (AXC-H)

下図を参照して配列してください。標準の平面耕で

は、幅が遮ってもホルダーの爪取付けナット側に爪

の曲り側を合せると配列ができます。

耕うん爪取付け方法

ナット

ボルト

ホルダー

ホルダータイプ (AXS-H)

耕うん軸

ホルダー

ボルト

ナ y卜

下図を参照して配列してください。標準の平面耕で

は、幅が追ってもホルダーの爪取付ナット側に爪の

曲り側を合せると配列ができます。ただし、両端の

フランジにはサイド爪が付きます。

耕うん爪取付け方法

ナ y 卜

ボルト

ホルダー

耕うん軸

ホルダー

ボルト

ナット

28 

平面耕 302SR H131R 

H131L 
内面耕

外盛粉

I ih11 1111 frrr rrrr ~~ 
山 J11J 11JJ nLL LLJi 

平面耕 A273GR A273GL 

H141GL 
内盛耕

外盛耕



回 爪の支換

危警告

-爪を取付けるときは、平らで固い場所を選ぴ、駐車

ブレーキをかけ、 PTO変速レバーを「中立Jの位
置にして、エンジンを停止してください。

・口一世リの落下を防止するため、油圧ストップパル

ブを完全に「閉め」ロックし、さらに口ーヲリの下

へ台を入れてください。

守らないと、死亡事故や傷害事故の原因になります。

・ロ一台リの爪を交換するときは、23ページ(4)均平

板のはね上げの項を参照して、均平板を上げて作業

をおこなってください。

・ロ一世リの爪の交換は、 1本ずつ取外して、取付け

ておこなうと、まちがいが少なくなります。

耕うん爪は摩耗しますと、土の反転性能や砕土性能

に大きく影響します。下図の特殊合金の溶岩川l工部

分が、なくなったら交換してくださL、
ホルダー用耕うん爪は、残りが半分{立になったら交

換してください。

特殊合金の
漕着加工
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-E司王国f置は孟主荘園

ム 警告

・点検・整備をするときは、交通の邪魔にならず安

全なところを選んでください。

機械が動いたり、倒れたりしない、平らで固い場所

で、トラクヲの車輪には車止めをしてください。

・点検・整備をするときは、トラク9の駐車プレー

キをかけ、 PTO変速レバーを「中立Jの位置にし、
エンジンを停止してからおこなってください。

・ロ-9リの落下を防止するため、油圧スト ップバ

ルブを完全に 「閉め」てロ ックし、さらにローヲ

リの下へ台を入れてください。

・爪や回転部分に草やワラが巻き付いたときは、必ず

エンジンを停止させ、巻き付きを外してください。

守らないと、死亡事故や傷害事故の原因になります。

囚 ボルト・ナットのゆるみ点検

ロータリは振動の激しい機械です。必ず使用時ご

とに各部のボルト ・ナット(特に耕うん爪取付ボル

ト)がゆるんでいないか、一つ一つ増締めをしなが

ら点検します。なお、新品の場合は使用 2時J:1j後に

必ずおこなってください。

回 ジョイントの給油
③グリースニツプル

使用時ごとにグリースを注入する

③ジョイン トスプライン部

使用時ごとにグリースを塗る

@シャフト

シーズンごとにグリースを主主る

⑨ロックピン

シーズンごとに注油する

タ

[広角ジョイント]

F 
(4セットジョイント]

ジョイ J トカバーにも.左右1ケ所ずつグリースニップルがあります.
グリースを，主入してください.



国 オイル量の点検

各部のオイル記;を点検し、少ない場合はギヤオイル

#90を補給してください。

(1)ミッションフレーム 検袖口まで

(2)チェーンケース・検Ilh口まで

(3)プラケット側軸受部 ..60cc

※詳しくはオイル交換の項参照

回 オイルの交換

オイルは次の基準で交換してください。なお、工場

出荷時には給油しでありますので、第 1回目の交換

時間までは、そのまま使用してください。

給油筒l所
潤滑油 れIi量 交換 l時間

の種類 t l回目 2回円以降

A 
ミッションケース ギヤオイル骨関 1.8 30時間l250時間毎

X チェーンケース ギヤオイル#90
C 

1.5 30時間 250時!日l毎

プラケット軸受部 ギヤオイル非拘 60cc 30時間 2501時間毎|

ミッションフレーム ギヤオイル
1.8 30時間

幅18∞以下 #90 

A ミッションフレーム ギヤオイル
2切時IlIJ毎 lX 2.0 30時間

s 開1900以上 #90 
チェーンケース ギヤオイル非開 1.5 30時間 2501時間l毎

プラケット軸受部 ギヤオイル非拘 60cc 30時間 250時IUHit

(1 )ミッションフレーム(ミッションケース)

ドレーンプラグを外してオイルを排出します。注油

口より新しいオイルを規定量、給油ILてください。

30 

(2)チェーンケース

チェーンケースカバーのドレーンプラグを外して

オイルを排出します。上の注油口から規定量を検

illJ口まで給油してください。



(3)プラケット側軸受部

① プラケットガードを取外してください。

② ポスカバーを取外して、オイル受けを準備してオ

イJレを排出してください。

③ ポスカバーを取付け、ボルトを確実に締付けて、

ゴムキャップを外し、新しいオイルを規定量、給

油してください。

@ プラケットガードを取付け、ボルト、ナットを確

実に締付けてください。

国消耗部品の交換
(1)チェーンケースガードの交換

交換が遅れるとチェーンケースカノ{-油消IJtl-穴があきオ

イJレがもれます。Fl'i古点検を行い、早めに知県してください。

31 

(2)プラケットガードの交換

交換が遅れると右耕うん軸ポスが削れてしまいます。

日常点検をおこない、早めに交換してください。

(3)フローティングシールの刻県要領(耕うん軸のオイレンーJLう

ここでは、プラケット側軸受部で説明します。

信号チェーンケース側、プラケット側軸受部ともに、

古いフローティングシールを取外した後は、軸部、軸

受部の土、泥、ほこり、サピ等を「完全に取り除きJ、
きれいにして交換作業を始めてください。

① 耕うん軸側

判部、軸受音1¥の土、 j尼、ほこり、サピ等は「完全

に取り除いて」ください。

1)フローティングシールの入る部分に、オイルを

全周に塗ってください。



2)フローテイングシールのほこり等は「完全にふ

き取り」、全体にオイルを塗って、専用工具に

はめ込みます。

専用工具は

別売です。

フローティングシール

専用工具

3)フローティングシールと専用工具を耕うん軸に

取付け、 Dナットを取付けてください。

Dナット

4)工具を使って、奥までいっぱい締め込んだ後、

Dナット、専用エ共を外してください。

5)取付け終了です。

フローティングシールが水平に入っているか

確認してください。

・フローティ ングシールのメタ Jレ部にオイルを

塗ってください。
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②右耕うん軸ポス側

軸昔11、軸受剖iの土、 iJ色、ほこり、サピ等は「完全

に取り除いて」ください。

1)フローティングシールの入る部分に、オイルを

全周に塗ってください。

2)フローティングシールのほこり等は「完全にふ

き取り」、 全体にオイルを塗って、右耕うん紬

ポスに水平にのせてください。

3)専用工具をよから水平にのせてください。

専用工具は

別売です。

ーティンゲシール

4)両手を使い、左右均等に力を入れて拘lし込んで

ください。

5)取付け終了です。

・フローテイングシールが水平に入っているか

確認してください。

フローティ ングシールのメタル部にオイルを

主主ってください。
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6)耕うん軸に右耕うん軸ポスを取付けて、 Dナット

2個で確実に締付けてください。

ども注意
・点検、登備をするときは、内側のステンレス板の

端部等に十分注意しておこなってください。

守らないと傷害事故の原因になります。

耐久性を瑚し、稼働効率を上げるためには、日常の保

守管理IIが大切です。

①作業終了後は、よく水洗いして水分をふきと って

ください。

②入力軸とジョイントのスプライン部にはグリース

を塗り、サピないようにしてください。格納する

ときは、入力輸にキャップをかぶせてください。

特に4セットジョイントの場合は、スプラインを飢

傷しますと、装着不能になります。ゴミやi尼などが

付着した場合は必ずふき取ってください。

スプライン部

M
h
唱

【 地球にやさしく 】
使用済みのオイルをむやみに捨てると環境汚染にな

ります。

①オイルを排出するときは、必ず容器に受けてくださ

い。地面へのたれ流しゃ川への廃棄は絶対にしない

でください。

②廃itll・各種ゴム部品などを捨てるときは、お民ぃ求

めの!込協、販売!苫にご相談ください。

A警告
・格納は、雨や風があたらす、平らで固い場所を選ん

でください。

・口一世リの格納姿勢は、「トラクタへの装着・取外し

の姿勢」にし、前後への転倒防止をしてください。

・連結パイプの所定の位置で口一世ーピンを止め、均

平板を固定し後ろへの転倒を防いでください。

・カブラは口-9リから外して、地面に置いてください。

・格納庫には子供を近づけないでください。

守らないと、口一世りが転倒し傷害車故や、機械の破

損につながります。

信号
塗装のできない、入力軸・ジョイン卜のスプラインに

は必ずサビ止めのためにグリースを塗ってください。

「乃クチメントは万三川I
このニプロロータリーには、次のアタ ッチメント (別売)

がとりそろえてあります。ご要望に応じてご注文お願い

致します。

品名 型式 用 途

片培土構掘機 KMA 側方講掘り

けん引型シーダー MDR 大豆、小豆、コーン、変

。 TPH 野菜各種

。 MRX 施肥t品種商用

ど色警告重量バランスの関節

・重いアヲッチメン卜を装着したときは、トラクタ

メーカ純正のバランスウェイトを付けてください。

前輪が浮き上がりハンドル操作ができなくなりと

ても危険です。

守らないと、傷害事故につながります。

・ア9';1チメン卜をつけたまま、スヲンドを取付け

て使用することはできません。

スヲンドを使用する場合は、ア合ッチメン卜を必

ずはずしてください。
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| 点検整備チェックリスト l 
時 間 項 目

①ミッションケースのオイル点検
新品使用始め

②チェーンケースのオイル点検

新品使用 2時間 ボルト、ナットの増締め

①ミッションケースのオイル交換

新品使用 301時間 ②チェーンケースのオイル交換

③プラケット軸受部のオイル交換

①耕うん爪の取付ボルト増締め

② ミッションケースのオイル量、オイルもれ点検

{史 用 前 ③チェーンケースのオイル量、オイ Jレもれ点検

④ジョイントのグリースニップルへグリース注入

⑤地面から上げて回転させ、呉常のチェック

①きれいに洗惜して水分ふきとり

②ボルト、ナット、ピン類のゆるみ、脱落チェック

③耕うん爪、ガード等の摩耗、切損チェック

f史 朋 後 @入力軸へグリースを主主る

⑤ジョイント、スプライン部へグリースを塗る

⑥ジョイント、ロックピンへ注iHI

⑦動く部分へ注油

① ミッションケースのオイル交換、オイルもれのチェック

②チェーンケースのオイル交換、オイ 1レもれのチェック

③ブラケット軸受部のオイルもれのチェ ック
シーズン終了後

@ジョイントのシャフ トヘグリースを塗る

⑤無塗装部へサピ止め

⑤消耗部品は早めに交換

※機体の各部の変形、損傷等の異常を見つけたら、使用せず、速やかに修理を行ってください。
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| 異常と処置一覧表 I 

使用中あるいは使用後の点検時に下表の異常が発生した場合は、再使用せず、ただちに処置をしてください。

部位 症状 原 因 処 置

軸受ベアリングの異常 ベアリング交換
呉音の発生

爪取付ボルトのゆるみ ボルト締付

耕うん軸のl泊り 耕うん軸交換
振動 の 発生

耕う

耕うん爪の配列間違い 爪配列のチェ ック

チェーンの切れ チェーン交換
ん
制l 輔が回らない

駆動輸の切れ 駆動軸交換

オイルもれ フローティングシールの異常 フローテイングシール交換

残耕ができる 耕うん爪の摩耗、折れ 耕うん爪交換

土寄りがする 耕うん爪の配列1m違い 爪配列のチェック

チェーンタイトナーの破損 タイトナー交換

チ 呉音の発生

"'- スプロケ ットの煩傷 スプロケ ット交換

ン オイルもれ カバーパッキンの切れ パ ッキン交換
ケ

チェーンケースカバー締付けボルトのゆるみ ボルト増締め
ス 熱 。コ 発 生

オイル量不足 オイ lレ補給

ベアリングの異常 ベアリング交換

呉音の発生 ギヤの損傷
ギヤ交換
(ベベルギヤの交換は組合せでお願いします。)

ベベルギアのカミ合い不良 シムで調整
、、、

ツ 入力軸オイルシールの異常 オイルシール交換
ユ〆
ヨ

パッ キンの切れ パッ キン交換
ン
オイルもれケ

パッキン弗lの劣化 パッ キン剤塗り 直し

ス
締付ボルトのゆるみ ボルト増締め

熱 の 発 生 オイル詰;不足 オイル補給

オイル異常減少 オイ Jレシール異常 オイルシール交換

呉音の発生 グリース量不足 グリース注入

ジ
ジョイント折れ角が不適切 前後角度の調整

ヨ ジョイ ン ト鳴り

イ ロータリの上げすぎ リフトi訟の上げ規制
ン
ト た わ む シャフトのカ ミ合い幅不足 長いものと交換

スプライン部のガタ ロックピン とヨークの摩耗 ただちに交換
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| 用語と解説

アヲ ッチメント

作業機に後付けする製品

オート装置

作業機の均平板の!Ii))きをセンサで感知して、トラクタ

に電気または機械信号で伝え、 トラクタのI1I1庄を自動

的に作動させ、作業深さを一定に規制する装置

オートヒッチ、カプラ

トラクタに乗ったままワンタッチで作業機を装着で

きるヒッチ

クリープ(速度)

超低迷の作業速度

耕うん爪取付方法

1フランジタイプ

軒t-うん軸の板 (フランジ)に、耕うん爪1本に対

して、ボル ト2本 (組ボルトは l倒)で取付けす

る方法。

2ホルダータイプ

耕深

耕うん軸のホルダー(プラケッ ト)に、耕うん爪

を差し込んで、ボルト 1本で取付する方法。

耕うんする深さ

コネクヲー

コードとコードとをつなぐ接続口

サーキットフレーカ

電流が設定値より過大になると回路を遮断するもの

で、 一時的に回路の娘傷を防ぎます。

3点リンク

トラクタに作業機を装着するための3点で支持をお

こなうリンク

ジョイント

トラクタの動力を作業機へ伝達するための軸

ヲーン1¥ックル

トップリンクの短い物(長さの調節が出来る)

ダッシンク

朝刊ん爪の回転でトラクタカ清tに押され飛び出すこと

チェ ックチェーン

トラクタに対し作業機が左右に振れる訟を規制する

チェーン

トップリンク

作業機を装着する 3点のリンクのうち、作業機の上

部を吊り下げているリンク

ハイリフト(ニプ口口-:$1リー 10シリーズ)

フレームパイプの連結ロ ット取付位位と、均平板下

部のlin付ピンが取付けてある位置を、連結ロ ットで

つなぎ、均平板をはね上げる事 (はね上げの方法は、

均平板の調整の項参照)

ブラケット置IJ

チェーンケースの反対の軸受側

ポジションコントロールレバー

作業機を上げ下げするために使用するレバー

メカニカルロック

機械式に固定する

織力

トラクタが作業機を上昇させるための力

リフトロッド

トラクタが作業機を上げるためロワーリンクと述結

しているアーム

リリーフ状態 (音)

シリンダーが最縮および最長時、これ以上仰び紛み

できないときに音が変わったとき

リリーフ弁

油圧装置に規定以上の泊の圧力がかかり油圧装訟が

破損することを防止する弁

ロワーリンク

作業機を装着する 3点リンクのうち、作業機の下部

を吊り下げているリンクで左右 1本ずつある
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*マッチング時は各部への干渉等十分注意しておこなってください。
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トラクタ型式

1番目 3番目

1番 目 3番号目

E S-19カブラ

ブラけ障

3番目 610 3番目

3番目 7市5 3番目

m999  (0) 
I I I ロワーリンヲ
'23 

*マッチング時は各部への干渉等十分注意しておこなってください。

慣用ジョイント l慣用ジョイント
4 S 3 S 

タト同1き CLCVZ~755 CLCV-760 

タ+開1き CLCVZ・805 CLCV-760 

トップリンヲ

¢担

NX35・ES11

備考

畳-'"刊号、ゲージ輔

NTX33-SX08 Iアームとフエンダー
の干殖に，主意.

ι.， 
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AXC1 (AXC用)、AXS1(AXS用トッフ.マストAイ寸)トラクタ別マッチング表
トフ79側設定位置 カ7・う仰l設定位置 オート装置

トラヲ歩型式 日7'-1)ン?穴 1)7トロット穴 トッ7・1)ン?穴 トッアリン?
トッアマ1トA

口7'-t'ン
使用γョイ〉ト 使用γョイント

カアラ部品 日-~I)俄l 備 考
位置(前力、ら) 位置(上から) 位置(上から)長さ(L)

有(AXS1)
使用向

4S 3S 
(5P対応) 部品

無(AXC1)
KL-28Hロプス 1番目 3番目 3番目 520 無(AXC1) 外向吉 CLCVZ-755 CLCV-2 
Kし28HQ.31H.34H 1番目 3番目 3番目 585 無(AXC1) 外向吉 CLCVZ-755 CLCV-2 
KL-36.43 1番目 3番目 3番目 600 無(AXC1) 外向き CLCVZ-805 CLCV-760 

KL-38H.41H 1番目 3番目 3番目 570 無(AXC1) 外向き CLCVZ-805 CLCV-760 
KL-2l/23!25 1番目 3番目 3番目 545 無(AXC1) 外向き CL (E) CVZ-705 CL (E) CV-660 

KL-27 1番目 3番目 4番目 520 無(AXC1) 外向き CLCVZ-755 CLCV-2 KL21-CBX 
ヲ KL-30/33 1番目 3番目 4番目 580 無(AXC1) 外向き CLCVZ・755 CLCV-2 (AXC) 
ボ
GL-20l/22l/241 1番目 3番目 3番目 545 無(AXC1) 外向者 CL(E) CVZ-705 CL (E) CV-660 

KL21-ESAXC 
KL33-SX08 うE

GL-26l/277/おl 1番目 3番目 3番目 575 無(AXC1) 外向者 CLCVZ-755 CLCV-2 (AXS) 

GL-281 Q/30Jl3211337 1番目 2番目 3番目 625 無(AXC1) 外向き CLCVZ-755 CLCV-2 

GL-36714 17/467 1番目 2番目 3番目 645 無(AXC1) 外向き CLCVZ-755 CLCV-2 

GL-350/4ω/430/470 1番目 3番目 3番目 555 有(AXS1) 外向き CLCVZ-705 CLCV-660 

GM-49 1番目
(4個穴)3番目

5番目 530 有(AXS1) 外向吉 CLCVZ-705 CLCV-660 
(3個穴)2番目

CBX08・AF322

*RSは (AXC) 

5P-RS240 SX08-AF333 

が必要 (AXS) 

SX08-AF350 

AXClI:トyプマストA盤。Axsmト、ノプマストA付になります。

注意事項

・ジョイン卜長さ及びトラクヲとの干渉域がギリギリのケースが多いので装着時は必ずジョイン卜の長さ、トラク空との干渉について確認をしてください。

・最上げ時異音の出るケースがありますが異音の出るときは上限規制をするか、 PTOを停止するようにしてください。

・表にないトラクヲ型式に装着する場合は弊社営業担当者にご相談ください。

・マッチング時は各部への干渉等十分注意してください。

.t. 
cコ



AXC1 (AXC用)、AXS1(AXS用トッフ。マストM寸)トラクタ別マッチンク.表
トラフ Z置 ト幻ッ7・.マラ側ZトA設A:位置

トラヲ9型式
使用γョイント 使用γョイント

カアラ部品 ローヲリ1ftlj 備考l位u置-(M前から 山ト穴 山け穴Iト長川さ(υ F ヒン
) 位置(上から) 位置(上から) 有無((AAXXSC11) 使用向

4S 3S 
(5P対応) 部品

1番目 21 31 ド目 500 無(AXC1 司君 CL (E) CVZ-75~ CL(E)CV-2 

¥..- 31333 1番目 11 3l 十目 505 (AXC1 句き CLCVZ-755 CLCV-2 
1番目 21 31 十目 455 f(AXS1 司書 CLCVZ-705 CL 

¥.0- 3/ 1番目 11 3l 十日 500 f (AXS1 司き CLCVZ・755 CLCV・2

TIι21 1番目 2番目 3番目 520 無(AXC1) 内向者 RUtEFU  VVSミ-a，n (電子)
TG333-SX08 

CLCVZ-655 
CLCV-660 (TKメ力)

TK-25/29/33 1番目 2番目 3番目 485 無(AXC1) 内向者
( TK25-AXC08 

T 11 1 2番 3可 4! f(AXS1 CLCVZ-705 

11 3/: 2 3可 5( (AXC1 CL (E) CVZ-75~ 〈 (E)CV・2

9/ 130 3 (AXC1 罰 CLCVZ-75 CLCV-2 

3 5C (AXS1 CLCVZ-75 CLCV-2 

11/23 1番E 2 3 48 (AXC1 有向 CLCVZ苧65 CUEJ CV-1 

MT-231-331 
1番目 2番目 3番目 600 無(AXC1) 外向き

CECVZ-755 CECV-2 
MTM・231CX8M

MT-226-336 CLCVZ-805 CLCV-760 

MT-338-468 1番目 2番目 4番目 440 有(AXS1) 外向者
CLCVZ-705 CLCV-660 

MTM-231 CX8M 

MT-337/367 1番目 1番目 4番目 460 有(AXS1) 外向き MTP-338SX08 

菱 MTM-250/270/3oo 
1番目 2番目 3番目 525 無(AXC1) 外向き CLCVZ・705 CLCV-660 

MTR・250/270/300
MT-2011221124 1 

1番目 2番目 3番目 520 無(AXC1) 内向者 CL(E) CVZ-755 
CECV-660 

MTM・231CX8M
MT守200/220/240 CLCV-2 

※AXC1I草トeノプマストA無。AXS1I!トyプマストAiiになります。

注意事項

・ジョイント長さ及びトラク世との子渉域がギリギリのケースが多いので装着時は必ずジョイン卜の長さ、トラクヲとの干渉について確認をしてください。

・最上げ時異音の出るケースがありますが異音の出るときは上限規制をするか、 PTOを停止するようにしてください。

・表にない卜ラクヲ型式に装着する場合は弊社営業担当者にご相談ください。

・マッチング時は各部への干渉等十分注意してください。

.... -
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社干386-0497長野県上田市塩川 51 5 5 

TEL (0268)42-7500 FAX(0268)42-7556 

物流センター干386-0497長野県上回市塩川 2949

TEL (0268)36・4111 FAX(0268)36-3335 
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TEL (0166)46・2505FAX(0166)46・2501
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TEL (0282)45・1226FAX(0282)44・0050
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TEL (0268)35・0323FAX(0268)36-3335 

岡山営業所干708-1104岡山県津山市綾部 1764-2 
TEL (0868)29・1180FAX(0868)29・1325

九州首業所干869・0416熊本県宇土市松山町1134-10
TEL (0964)24・5777FAX(0964)22-6775 

南九州出張所干885-0074宮崎県都城市甲斐元町3389-1
TEL (0986)24-6412 FAX(0986)25・7044
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